


◆被災村の中で当時の鎌原
かんばら

村は６ｍの土石に埋まり

ました。何人かは高台に逃れましたが、その目前

で仲間が犠牲になりました。何故間に合わなかっ

たのでしょう・・・ 

◆鎌原村の生存率 16％。村人はどうやって村を再建  

したのでしょう。 

◆江戸川河口近くの善養寺には供養碑があります。

何故そこに？ 

◆当時、越ヶ谷でも不作になったそうです。浅間山

から 130 ㎞も離れているのに何故？ そのことに対       

して越ヶ谷の人々はどうしたのでしょう。 

 市域の出来事 日本全体の動き 世界の動き 

大 

正 

桜井･大袋村に電灯がつく 1922～23 

文芸誌｢明詩｣発刊 1925 

越ヶ谷ラジオ同好会結成 1925 

越ヶ谷町立実践女学校設立 1926 

荻島村に電灯がつく 1926  

大正デモクラシー・新教育の動き 

関東大震災 1923 

ラジオ放送開始 1925 

普通選挙法･治安維持法成立 1925 

 

ソ連成立 1922  

 

 

 

 

昭 

和 

越ヶ谷町立実践女学校が 

埼玉県立越ヶ谷高等女学校となる 1930 

文芸誌｢曠野｣発刊 1930  

越ヶ谷高等女学校火災 1931翌年落成 

金融恐慌起こる 1927 

第 1 回普通選挙 1928 

満州事変 1931 東北･北海道で大凶作 

五･一五事件 1932 国際連盟脱退 1933 

 

世界恐慌発生 1929  

ﾛﾝﾄﾞﾝ軍縮会議 1930 

ヒトラー政権成立 1933 

この地表から６ｍ下に当時の村がありました。 

現在の浅間山（南側から撮影） 


